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　20世紀最後の年，平成11年を迎え，医学や医療を取り巻
く環境は益々，厳しいものがあり，21世紀の医学，医療を
担っていく若い医療人（良医）を育成していくことは重要
な問題である．先日は日本初の（30年ぶりの）脳死患者か
らの臓器移植が行われ，これからもさらに高度な医療が行
われていく半面，過日は某大学病院で患者取り違え事件が
起こっている．このようなことを聞くにつけ，医学生に対
する人間性の教育，医の倫理の教育がいかに大切かを痛感
させられ，第57巻第1号の巻頭言として渋谷学長が21世紀
の教育・研究を考えると題されて，医科大学における医療
人に相応しい全人的な人間教育の重要性を強調されている
のはまさに時期を得たものと思われる．
　今回は新任主任教授の特別講演として整形外科学講座の
今給黎主任教授と外科学第4講座の田渕主任教授の講演の
内容が掲載されている．また，大川記念奨学金報告として
第2一世界ストレス会議の報告，アメリカVarian社放射線
治療装置研修会報告，米国における看護管理研修報告，茨
城県看護職員海外研修報告がなされ，若い人材が海外で活
躍しているのは喜ばしい限りである．その他，第142回東
京医科大学医学会総会，第6回東京医科大学脈管研究会な
どの報告がなされ，学内における研究活動も盛んに行われ
ており，21世紀に向けて東京医科大学が診療のみならず教
育，研究でもさらに飛躍していくことを念ずるものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一色　淳　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第144回医学会総会は平成11年11月6日（土）に開催
　することとした．
　当番教室：法医学講座，麻酔学講i座
2．臨床懇話会の報告があった．
　　開催報告
　　　第284回　10月29日　外科学（2）
　　開催予定
　　　第285回　11月26日　内科学（1）
　　　第286回　12月10日　外科学（1）
3．編集状況の報告ならびに編集について討議し，次のこと
　を決定した．
（平成10年11月）
　「The　Tokyo　Declaration」を掲載する．
　大川賞受賞者の出張報告を掲載する．
4．投稿論文に対する奨励賞，医学会総会の発表に対する奨
　励賞を実施することが認められた．賞の最終決定は医学
　会幹事会で行なうこととし，両賞の推薦については選考
　委員会を設けることとした．林徹委員が選考委員長に任
　命され，委員長の任期は1年とした．推薦者および選考
　者については林選考委員長に一任することとした．
　投稿論文に対する奨励賞は平成10年度に受理した論文
　から対象とし，実施することとした．
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